
月日（曜日） 発着/滞在地 スケジュール ＜宿泊地＞
食
事

1
12／18
（月）

松 山 空 港 発
羽 田 空 港 着

羽 田 空 港 発

19:30／ＡＮＡ５９８にて羽田空港へ
20:55／羽田空港着後、ターミナル間を乗り継ぎ、移動

00:20／ＴＧ６６１にて空路、バンコクへ

＜機内 泊＞

２
12／19
（火）

バ ン コ ク 着

バ ン コ ク 発

ヤ ン ゴ ン 着

05:25／バンコク着後、乗り継ぎ

08:00／ＴＧ３０３にて空路、ヤンゴンへ

08:45／着後、専用車にてヤンゴン市内観光へご案内いたします

（●シュエダゴンパゴダ ◎チュウタッジーパゴダ、〇国立記念塔等）

夕食は大使館公邸レセプション（１４期樋口様との交流）

＜ヤンゴン泊＞

午前中、専用車にて市内観光へご案内いたします
（〇スーレーパゴダ、●ローカチャンターアーバヤラバムニ仏等）

15:50／ＴＧ３０２にて空路、バンコクへ（約８０km）

16:55／専用車にてアユタヤへ

＜アユタヤ 泊＞

３
12／20
（水）

ヤ ン ゴ ン

ヤ ン ゴ ン

バ ン コ ク
ア ユ タ ヤ

ア ユ タ ヤ

ア ユ タ ヤ
バ ン コ ク

４
12／21
（木）

午前／専用車にてオイスカ主導のもと、植林へ

午後／専用車にて、アユタヤの市内観光へご案内いたします
（●ワット・プラ・マハタート、●ワットプラシーサンペット、◎山田長政
の墓）

＜アユタヤ 泊＞

５
12／22
（金）

終日／専用車にてアユタヤよりバンコクへ移動（約８０km）
バンコク着後、市内観光へご案内いたします
（●ワットプラケオ、●王宮）

夕食は愛光学園バンコク支部との懇親会

＜バンコク泊＞

６
12／23
（土）

バ ン コ ク 発

成 田 空 港 着
羽 田 空 港 着

羽 田 空 港 発
松 山 空 港 着

早朝／専用車にて空港へ
08:00／ＴＧ６７６にて空路、成田空港へ

15:50／着後、専用車にて羽田空港へ
18:40／羽田空港到着

19:20／ＡＮＡ５９９にて空路、松山空港へ
20:55／着後、解散となります

ミャンマー＆バンコク交流６日間

ご旅行期日 2017年12月18日（月）～12月23日（土）

ご旅行代金 大人お一人様（2名1室利用） １９８，０００円（羽田空港発着）

※燃油サーチャージ、日本国内の空港使用料（旅客保安サービス料）、海外空港諸税は上記ご旅行代金の中に含まれています。

※松山空港発着の場合別途料金がかかります。（お申し込み後ご案内申し上げます）

添乗員 同行なし 募集人員 ２０名 最少催行人員 １０名

食事条件 朝 4回 昼 4回 夜 4回 （機内食は除く）

利用ホテル（予定） ミャンマー：Chatrium Hotel Royal Lake アユタヤ：Krungsri River

バンコク：Novotel Sukhumvit 20 ※１名１室利用希望の場合 追加代金４０，０００円

夜

－

昼

夜

朝

昼

朝

昼

夜

朝

－

朝

昼

夜

■ご利用交通機関、宿泊地等のスケジュールは変更になる場合がございます。
■航空機・・・ＴＧ（タイ航空）
■観光個所・・・宗教行事・政府行事等で観光個所が変更となる場合がございます。

●入場〇車窓◎下車

１４期 樋口建史氏（ミャンマー
駐箚特命全権大使）を訪問し
ミャンマーの現状と将来につい
てお話を聞け、歴史的遺産を
見学します。

ポイント１

ポイント２

１９９１年にユネスコ世界遺産に
登録されたアユタヤ遺跡を見学。
アユタヤ王朝の首都として栄え
てきた古都を訪れ、タイの歴史
やいにしえの文化を体験します。

ポイント３

急速な国土開発による深刻な
森林減少が原因として指摘され
ている、アユタヤ県を中心に発
生した２０１１年の大規模な洪
水。オイスカ指導のもと、植林
を体験し、地球緑化の大切さを
学び、自然を愛する心を養いま
す。

－

－

〈チャウタッジー〉
〈独立記念塔〉

〈ワット・プラ・マハタート〉 〈ワットプラシーサンペット〉〈ワットプラケオ〉

写真はJTBバンコク支店
JTBミャンマー支店より提供

本ツアーには査証が必要です。
査証のご案内はお申し込み後に
ご案内申し上げます。

申込期限：10月31日（火）



旅行条件（要約） お申し込みの際には、必ず旅行条件書（全文）をお受け取りいただき、事前に内容をご確認の上お申し込み下さい。

●募集型企画旅行契約：この旅行は、㈱JTBコーポレートセールス（東京都新宿区西新宿2-1-1観光庁長官登録旅行業第176７号 。以下「当社」という。）が企画・実施する旅行であり、この旅行に参加されるお客様は当社と
募集型企画旅行契約を締結することになります。旅行条件は、下記によるほか、別途お渡しする旅行条件書（全文）、出発前にお渡しする最終旅行日程表と称する確定書面及び当社旅行業約款募集型企画旅行契約の部によります。
●旅行のお申し込みと契約の成立時期：当社所定の申込書に下記の申込金を添えてお申し込みください。申込金は旅行代金のお支払いの際差し引かせていただきます。電話、郵便、ＦＡＸその他通信手段でお申し込みの場合、当社が
予約の承諾の旨を通知した翌日から起算して３日以内に申込書の提出と申込金の支払いをしていただきます。旅行契約は、当社が予約の承諾し申込金を受領したときに成立します。申込金は、おひとり５万円です。
●旅行代金のお支払い：旅行代金は、旅行出発日の前日から起算してさかのぼって２１日目にあたる日より前にお支払いください。
●取消料：旅行契約成立後、お客様の都合で契約を解除されるときは、次の金額を取消料として申し受けます。

契約解除の日
取消料（おひとり）

旅行開始日の前日から起算してさ
かのぼって
３０日目にあたる日以降３日目にあ
たる日まで

５０，０００円

旅行開始日の前々日～前日 旅行代金の３０％

旅行開始日当日 旅行代金の５０％

旅行開始後又は無連絡不参加 旅行代金の１００％

●旅行代金に含まれるもの：※旅行日程に明示した航空、船舶、鉄道等運送機関の運賃。※旅行日程に含まれる送迎バス等の料金。※
旅行日程に明示した観光の料金（バス料金、ガイド料金、入場料）。※旅行日程に明示した宿泊の料金及び税・サービス料金（２人部
屋に２人ずつの宿泊を基準とします）。※旅行日程に明示した食事の料金及び税・サービス料金。※手荷物の運搬料金。※団体行動中の
心付け。これらの費用はお客様の都合により、一部利用されなくても原則として払い戻しはいたしません。※空港税（国内、海外）、旅客保
安サービス料燃油サーチャージ
●旅行代金に含まれないもの：前項のほかは旅行代金に含まれません。その一部を例示します。※超過手荷物料金。※クリーニング代、電
話電報代、ホテルのボーイ・メイドに対する心付けその他の追加飲食等個人的性質の諸費用及びそれに伴う税・サービス料金。※渡航手続関
係諸費用。※オプショナルツアー料金。※日本国内におけるご自宅から発着空港等集合・解散地点までの交通費・宿泊費。

●保健衛生について

渡航先の衛生状況については、厚生労働省「検疫感染症情報」ホームページ：http://www.forth.go.jp/でご確認ください。

●海外危険情報について

ミャンマーの渡航先およびバンコクには外務省海外危険情報レベル１が発出されています。お申し込みの際に「海外危険情報に関する書面」を
お渡しいたします。また、「外務省海外安全ページ：http://www.pubanzen.mofa.go.jp/」でもご確認ください。

●海外旅行保険への加入について

海外において、病気・けがをした場合、多額の治療費、移送費等がかかることがあります。また、事故の場合、加害者への損害賠償請求や賠
償金の回収が大変困難であるのが実情です。これらの治療費、移送費、また、死亡・後遺障害等を担保するため、お客様自身で充分な額の
海外旅行保険に加入することをお勧めします。海外旅行保険については、販売店の係員にお問合せください。

●旅券・査証について

（日本国籍以外の方は、自国の領事館、渡航先国の領事館、入国管理事務所にお問合せください。）

旅券（パスポート）：この旅行には、有効期間が入国時６ヶ月以上残っている旅券が必要です。

査証（ビザ）：この旅行には、ミャンマーの査証が必要です。

現在お持ちの旅券が今回の旅行に有効かどうかの確認、旅券・査証取得はお客様の責任で行ってください。これらの手続等の代行については、
販売店（当社）が渡航手続代行料金をいただいてお受けします。

●事故等のお申出について

旅行中に、事故などが生じた場合は、直ちに同行の添乗員・ガイド、または、最終日程表でお知らせする連絡先にご通知ください。（もし、通
知できない事情がある場合は、その事情がなくなり次第ご通知ください。

●個人情報の取扱について

１）当社及び販売店は、旅行申し込みの際に提出された申込書等に記載された個人情報について、お客様との連絡のために利用させていた
くほか、お客様がお申込みいただいた旅行サービスの手配及びそれらのサービスの受領のための手続きに必要な範囲内、当社の旅行契約上の
責任、事故等の費用等を担保する保険の手続上必要な範囲内、並びに旅行先の土産店にいただいた個人情報及び登場される航空便名に
係る個人データを、予め電磁的方法等で送付することにより提供いたします。

２）当社及び販売店は、旅行中に疾病・事故等があった場合に備え、お客様の旅行中の連絡先の方の個人情報をお伺いしています。この個
人情報は、お客様に疾病等があった場合で連絡先の方へ連絡の必要があると当初が認めた場合に使用させていただきます。お客様は、連絡
先の方の個人情報を当社及び販売店に提供することについて連絡先の方の同意を得るものとします。

３）その他、個人情報の取扱いについては、ご旅行条件書（全文）の「個人情報の取扱い」をご参照ください。なお、当社の個人情報に関
するお問い合せ窓口は次の部署となります。

ＣＳＲ推進室 〒100-6051 東京都千代田区霞が関3-2-5 霞ヶ関ビルディング12階

TEL：03‐5539‐2803、e-mail：bwt_privacy＠bwt.jtb.jp（受付時間 平日9:30～17:30）

個人情報保護管理責任者：ＣＳＲ推進室長
●旅行条件・旅行代金の基準：この旅行条件は２０１７年９月１日を基準としています。また、旅行代金は２０１７年９月１日現在
有効な運賃・規則を基準として算出しています。
●その他：旅行代金はおひとり分を表示しています。当社はいかなる場合も旅行の再実施はいたしません。

14期生 樋口様より

(c) Tumlare Corporation 

愛光学園創立65周年、心からお慶び申し上げます。同窓会の記念研修ツアーにミャンマーを選んで
いただきましたこと、大変嬉しく存じます。ミャンマーと聞いて、多くの人が思い浮かべるのは｢ビル
マの竪琴｣と｢アウン・サン・スーチーさん｣､そして｢インパール作戦」の痛惜ではないかと思
います｡そのミャンマーは今､世界の注目を集めています。2011年3月､23年続いた軍政から民
政に移管し､民主化が始まり､立ち遅れたインフラ整備が急ピッチで進められています。戦前戦
後を通じて困難な時代にも交流の絶えなかった日本とミャンマーの間には､何か特別の思いが
存在しているように思えてなりません。“ビルメロ”という言葉をご存知でしょうか。ビルマ
人の心に触れてビルマが堪らなく好き(メロメロ)になった人達ですが､今また､ミャンマーの目
覚ましい変貌に呼応して､熱い思いを滾らかす“現代のビルメロ”が盛り上がっています。東
南アジアの西端にあってベンガル湾に面し、中国とインドに隣接するという地政学上の重要性
に加えて､勤勉な国民性と天然資源に恵まれ､そのポテンシャルの大きさから“アジア最後のフ
ロンティア”として期待が高まっています。ASEANの重要なメンバー国でもあります。そう
いったことで､日本でも近年､ミャンマー関連のニュースや番組､特に､活況を呈するヤンゴンの
建設ラッシュや相次ぐ日系企業の進出といった経済関連の報道に接する機会が多いと思います。

ところで､日本は今､新たな国造りに取り組むアウン・サン・スーチーさん率いるNLD政権
に対して､｢民主化｣､｢経済改革｣、｢国民和解｣の3分野を重点に支援に取り組んでいるところで
す。日本は、ミャンマーにとって最良のパートナーになり得ると考えています。様々な分野に
おける支援を通じて国民レベルの信頼関係が育まれること､それが新たな時代の日･ミャンマー
友好を支える堅固なインフラとなることを願っております。

是非、大勢の皆さんに、今回の海外研修ツアーにご参加いただき、活力漲るヤンゴンの息吹
に直に触れていただければ幸甚です。ヤンゴン（旧ラングーン）の中心には、国の象徴とも言
うべき“黄金のシュエ・ダゴン・パゴダ”が燦然と輝いていますし、ダウンタウンには、英国
植民統治時代の重厚なレンガ造りの建造物が立ち並んでいます。
12月19日の夕べ、大使公邸レセプションにてお会いできますことを、心より楽しみにしてお

ります。

【旅行企画・実施】

株式会社ＪＴＢコーポレートセールス

観光庁長官登録旅行業第1767号

日本旅行業協会正会員

〒100-6051東京都千代田区霞が関3-2-5

申込書送付及びご旅行に関するお問い合わせ先

株式会社ＪＴＢコーポレートセールス
新宿第一事業部

〒163-0425東京都新宿区西新宿2-1-1
新宿三井ビル25階

総合旅行業務取扱管理者：大保 彰充

TEL:03-5909-8116  FAX:03-5909-8144
担 当：菅野・仙波

（営業時間 9：30～17：30 土･日･祝日休業）
総合旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取扱う営業所での取引の責任者です。この旅
行の契約に関し、担当者からの説明にご不明な点がありましたら、ご遠慮なく上記の総合旅行業
務取扱管理者にご質問ください。

【企画協力】

愛光学園 同窓会

http://www.forth.go.jp/
http://www.pubanzen.mofa.go.jp/

